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送粉昆虫との関係による植物の進化と多様化
一東北地方の植物を例に－S３ 
横山滴（山形大・理・生物）
現在25万種以上が地球上から知られる被子植物は､有性生殖のための器官である花を持
つことで特徴づけられる。花の形態、色、香りなどの多様性は著しく、それゆえに被子植
物は、陸上生態系に息づく生物群の中でも、最も複雑に進化したグループの一つといって
も過言ではない。花の多様性の多くの部分は、被子植物の約２/３の種を占める動物媒花を
有するグループによってもたらされている。花は有性生殖器官であると同時に、その仲介
を担う動物にさまざまな信号を発信し、行動を制御している器官でもある。動物群が異な
れば信号や必要鞍形態的特性も異なり、それらは近隣の他種との関係で変わることもある。
このように動物媒の被子植物が示す花のさまざまな性質の多様性とその進化は、その有性
生殖を仲介する動物との関係と切り離して議論することはできない。
動物媒花の持つ形態的特徴は、その植物がどのような動物に送粉を依存しているかによ
って異なっている。このことは、もしある植物がこれまで依存していた動物と異なる媒介
者に依存しなければならない、何らかの事情が生じた際に、それに伴って花の形態的特徴
も変化する可能I性を示唆している。特に広域に分布している植物種の場合、地域ごとに主
な送粉動物が異なるという状況が生じる可能性があり、それが花鰯形態の進化につながる
かもしれない。ここではそのような例の一つとして、東日本のハギ属植物（マメ科）をと
りあげたい。
動物媒花の進化には、送粉動物が直接花の性質に自然選択を与える場合の他に、近縁種
が同所的に分布している場合は、送紛動物が仲介することで、種間交雑が生じるという影
響も考慮する必要がある。特に交雑個体が稔性を持つ場合、交雑個体群が独立した種とし
て進化する場合や、両親種との間に戻し交雑が生じて、浸透』性交雑集団が形成される場合
錘どが考えられ、特定の種に急速にこれまでになかった性質を付与するような進化が生じ
る可能性がある。このような例として、ここではタニウツギ属植物（スイカズラ科）をと
りあげ､種間の浸透性交雑が訪花昆虫との関係を変化させる可能性について考えてみたい。
植物と送粉動物との関係は、熱帯や地中海性気候の地域に特殊な例が多く、さまざまな
研究が展開されてきた。東北地方はこれらの地域から比べると、生物の多様性に乏しいの
は事実である。しかし地域ごとに特有の生物が存在しており、それらの進化に獄まだまだ
たくさんの面白い話題が残されているということを、これらの話題を通して強調したい。
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